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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、胚発生において重要な役割を果たす細胞外シグナル分子であるWNTタンパク質の発現を阻害する働きを持つ。このタンパク質は、WNT阻害因子（WIF）ドメインと5つの上皮成長因子（EGF）様ドメインを含み、中胚葉の分節化に関与すると考えられている。この遺伝子は腫瘍抑制遺伝子として機能し、様々な癌においてエピジェネティックに発現抑制されていることが分かっている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）、NIH/3T3（2）、NTERA-2（3）細胞溶解物に対するWIF1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	WIF1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	WIF1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト卵巣腫瘍組織 (左) と肺癌 (右) の免疫組織化学分析。

